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宮田真
ま

子
こ

さん（亀山小学校６年）

標
語
　
小
学
生
の
部

「
は
ー
と
ふ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
２
０
０
６
」
作
品
募
集
中
！
詳
し
く
は
、

「
広
報
ひ
こ
ね
」
７
月
１
日
号
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

人
権
政
策

課
☎
30-

６
１
１
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

本
間
翔

し
ょ
う

子こ

さ
ん
（
城
西
小
学
校
２
年
）

ポスター　小学生の部

学校名、学年はそれぞれ応募時のものです。

彦根市では、平成19年に彦根城の天守が完

成して400年を迎えることから、「国宝・彦

根城築城400年記念事業」を実施します。こ

の事業には、国宝・彦根城築城400年祭と、

楽々園保存整備事業が含まれます。

この事業に賛同していただける皆さんから

寄附を募り、財源の一部に充てさせていただ

きます。この寄附は、「国又は地方公共団体

に対する寄附金」に該当し、税制の優遇措置

の対象となります。

また、税制の優遇措置に関わらない募金や

寄附などをいただける場合には、国宝・彦根

城築城400年祭実行委員会でもお受けするこ

とができます。

事業の趣旨にご賛同いただき、寄附にご協

力いただきますようお願いいたします。

寄附の対象となる事業

国宝・彦根城築城４００年記念事業

①国宝・彦根城築城４００年祭

②楽々園保存整備事業

受付期間

平成20年３月31日まで

寄附の方法

彦根城築城400年祭推進室（市役所３階）

支所、各出張所までお申し出ください。納付

書をお渡しします。彦根市指定・指定代理・

収納代理金融機関でお納めいただけます。

問い合わせ先 彦根城築城400年祭推進

室、☎30-6141、FAX22-1398
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お
忘
れ
な
く
　
新
一
年
生
の

就
学
時
健
康
診
断

来
春
、
小
学
校
に
入
学
す
る
幼
児

（
平
成
12
年
４
月
２
日
〜
同
13
年
４

月
１
日
生
ま
れ
）
を
対
象
に
、
次
の

と
お
り
就
学
時
健
康
診
断
を
実
施
し

ま
す
。

実
施
日
と
会
場
と
な
る
小
学
校

11
月
２
日
㈭

城
西
・
亀
山
小
学
校

７
日
㈫

城
陽
・
若
葉
小
学
校

13
日
㈪

河
瀬
・
稲
枝
北
小
学
校

14
日
㈫

旭
森
・
高
宮
小
学
校

15
日
㈬

稲
枝
西
小
学
校

16
日
㈭

城
北
・
稲
枝
東
小
学
校

20
日
㈪

平
田
・
金
城
小
学
校

21
日
㈫

城
東
・
城
南
小
学
校

28
日
㈫

鳥
居
本
小
学
校

30
日
㈭

佐
和
山
小
学
校

受
付
時
間

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30

分
〜
同
２
時

保
護
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
事
前
に

就
学
時
健
康
診
断
通
知
書
、
保
健
調

査
票
と
健
康
診
断
票
を
送
り
ま
す
の

で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
当
日

必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

な
お
、
指
定
さ
れ
た
日
に
受
診
で

き
な
い
場
合
は
、
会
場
と
な
る
小
学

校
に
連
絡
の
う
え
、
都
合
の
よ
い
日

に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
実
施
日
ま
で
に
通
知
書
が

情報
掲示板

情報
掲示板

彦
根
市
で
は
、
今
年
の
４
月
か
ら

美
し
い
ひ
こ
ね
創
造
活
動
を
始
め
ま

し
た
。
８
月
末
現
在
で
、
約
１
、
８

０
０
人
の
皆
さ
ん
が
、
こ
の
事
業
に

登
録
さ
れ
、
各
所
で
「
美
し
い
行
為
」

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
美
し
い
行
為
」
に
対
し
て
は
、

活
動
実
績
に
応
じ
て
、
地
域
通
貨

「
彦げ

ん

」
が
支
払
わ
れ
ま
す
。「
彦
」
は

彦
根
城
博
物
館
な
ど
、
市
施
設
の
入

場
料
と
し
て
使
え
る
ほ
か
、
住
民
票

や
納
税
証
明
書
の
交
付
な
ど
に
も
使

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
あ
ら

か
じ
め
登
録
さ
れ
た
市
民
団
体
へ
寄

附
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

市
民
団
体
と
し
て
寄
附
を
受
け
、

換
金
す
る
た
め
に
は
、
事
前
に
市
民

団
体
の
登
録
を
し
、
所
定
の
手
続
き

に
従
っ
て
申
請
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
必
要
で
す
（
左
図
）。
こ
の
登
録

の
手
続
き
を
10
月
16
日
㈪
か
ら
受
け

付
け
ま
す
。

市
民
団
体
の
登
録
の
流
れ

①
登
録
資
格

市
内
に
活
動
拠
点
が

あ
り
、
規
則
・
会
則
・
定
款
な
ど

に
基
づ
い
て
活
動
し
て
い
る
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
団
体

ア
　
自
治
会
な
ど
（
町
内
会
・
老

人
会
・
子
ど
も
会
・
婦
人

会
・
そ
の
他
の
団
体
、
ま
た

は
こ
れ
ら
の
団
体
の
連
合
体
）

イ
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
）

②
登
録
の
申
請

次
の
書
類
を
用
意

し
て
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
室
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

ア
　
市
民
団
体
登
録
申
請
書

（

ま
ち
づ
く
り
推
進
室
の
ほ

か
、
支
所
、
各
出
張
所
に
あ

り
ま
す
）

イ
　
団
体
の
規
則
・
会
則
・
定
款

な
ど
の
写
し

ウ
　
平
成
17
年
度
に
お
け
る
団
体

の
収
支
決
算
書
の
写
し
な
ど

③
登
録
決
定
の
通
知

申
請
を
し
た

団
体
に
は
登
録
の
可
否
を
通
知
す

る
ほ
か
、「
広
報
ひ
こ
ね
」
な
ど

で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

寄
附
を
受
け
た

地
域
通
貨
の
換
金

④
換
金
の
申
請

次
の
書
類
を
用
意

し
て
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
室
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

ア
　
地
域
通
貨
「
彦
」
換
金
申
請

書
（

ま
ち
づ
く
り
推
進
室
の

ほ
か
、
支
所
、
各
出
張
所
に

あ
り
ま
す
）

イ
　
地
域
通
貨
「
彦
」

ウ
　
市
民
団
体
登
録
決
定
通
知
書

（
提
示
の
み
）

日本語サポーターバンク
（外国人向け個別日本語指導事業）

彦根市内には、ボランティアとして、市内に住む外国

人に日本語を教えているグループが３つあります。

これらのグループが協力して、それぞれの日本語教室

の活動日に参加できない人を対象とした日本語の個別指

導事業を始めました。

外国人で日本語の指導を受けたい人

は、国際交流サロンまでお問い合わせ

ください。また、日本語指導者も募集

しています。詳しくは各グループにお

問い合わせください。

（彦根市内の日本語教室）

問い合わせ先 国際交流サロン☎22-1411（内線590）、

外国語での問い合わせは、 市民交流課☎30-6113、

FAX22-1398、または相談専用電話27-2400

⑤
換
金
額
の
決
定
と
地
域
通
貨
換
金

交
付
金
の
交
付

問
い
合
わ
せ
先

ま
ち
づ
く
り
推

進
室
☎
30-

６
１
１
７
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
22-

１
３
９
８
番

「
広
報
ひ
こ
ね
」
７
月
15
日
号
や

彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
募
集

し
た
、
彦
根
市
地
域
通
貨
「
彦
」
の

デ
ザ
イ
ン
が
決
ま
り
ま
し
た
。

市
内
か
ら
２
０
３
点
、
県
内
の
他

市
町
か
ら
８
点
、県
外
か
ら
10
点
の
、

合
計
２
２
１
点
の
応
募
が
あ
り
、
彦

根
市
地
域
通
貨
「
彦
」
デ
ザ
イ
ン
選

考
委
員
会
で
選
考
し
た
結
果
、
上
の

デ
ザ
イ
ン
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

今
後
、こ
の
デ
ザ
イ
ン
を
も
と
に
、

偽
造
防
止
な
ど
を
施
し
、
来
年
４
月

か
ら
「
美
し
い
行
為
」
に
対
し
て
お

渡
し
す
る
地
域
通
貨
と
し
て
発
行
し

ま
す
。皆
さ
ん
も
活
動
に
参
加
し
て
、

「
彦
」
を
手
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

デ
ザ
イ
ン
考
案
者

中
森
康
夫
さ
ん
（
大
阪
市
）

問
い
合
わ
せ
先

ま
ち
づ
く
り
推

進
室
☎
30-

６
１
１
７
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
22-

１
３
９
８
番

地
域
通
貨
は
、
カ
ラ
ー
で
印
刷
さ
れ
、

大
き
さ
は
横
15
㎝
、
縦
７
㎝
で
す
。

届
か
な
か
っ
た
り
、
記
載
さ
れ
た
事

項
に
誤
り
が
あ
る
と
き
は
、

教
育

委
員
会
保
健
体
育
課
☎
24-

７
９
７

１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０
番
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
覧
く
だ
さ
い
琵
琶
湖
海
区

漁
業
調
整
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

毎
年
９
月
１
日
現
在
で
、
本
人
の

申
請
に
よ
っ
て
琵
琶
湖
海
区
漁
業
調

整
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
を
調
製

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

名
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

◆
登
録
者
名
簿
の
縦
覧
◆

期
間

10
月
20
日
㈮
〜
11
月
３
日
（金・祝）

の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

場
所

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
市
役
所
４
階
）、
土
・
日
曜
日
、
祝

日
は
庁
舎
西
口
宿
直
室

※
登
録
資
格

市
内
に
住
所
か
事
業

所
が
あ
る
人
で
、
１
年
に
90
日
以
上

漁
船
を
使
用
し
て
漁
業
を
営
む
か
、

漁
業
者
の
た
め
に
漁
船
を
使
用
し
て

水
産
動
植
物
の
採
捕
ま
た
は
養
殖
に

従
事
し
、
今
年
の
12
月
５
日
現
在
で

20
歳
以
上
の
人
な
ど
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

同
事
務
局
☎
30-

６
１
３
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３

９
８
番

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー

「
法
テ
ラ
ス
」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
「
法
テ

ラ
ス
」
は
、
法
的
な
ト
ラ
ブ
ル
を
解

決
す
る
た
め
の
情
報
や
サ
ー
ビ
ス

を
、ど
こ
で
も
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

全
国
に
50
か
所
以
上
の
事
務
所
を
置

い
て
い
ま
す
。

「
法
的
な
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る

た
め
に
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
る
か

わ
か
ら
な
い
。」「
ど
こ
に
相
談
す
れ

ば
い
い
か
わ
か
ら
な
い
。」
と
い
っ

た
場
合
に
は
、
法
テ
ラ
ス
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

法
テ
ラ
ス
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
☎
（
一
般
相
談
）
０
５

７
０-

０
７
８
３
７
４
番

10月は「仕事と家庭を考える月間」です
合計特殊出生率1.25。深刻な少子化の背景には、仕事と育児の両

立に対する負担感があります。男性も女性も、仕事と生活のバラン

スが取れた働き方ができる職場環境を作るため

に、今何が必要かを考えましょう。

問い合わせ先 ㈶21世紀職業財団滋賀事務所

☎077-523-5141、ＦＡＸ077-523-5249
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〈内容〉わらを使って、お正月に飾る素朴なしめなわ（玄関

用のもの、従来型とリース型）を作ります 〈日時〉12月27

日㈬9：30～11：30 〈場所〉グリーンピアひこね（清崎町）

〈受講料〉200円 〈教材費〉従来型300円、リース型500円

〈定員〉30人（先着順）〈申込期間〉11月８日㈬～28日㈫の８：

30～17：00（土・日曜日、祝日は除く）〈申込方法・問い

合わせ先〉グリーンピアひこね（☎25-3909）の窓口で

申し込んでください

①警備技能講習会

〈日時〉11月27日㈪～12月１日㈮（５日間）の13：00～16：

30 ※最終日には、ハローワークと合同で面接会を開催

〈場所〉㈳滋賀県シルバー人材センター連合会セミナー室
（大津市京町三丁目　英貴ビル）〈対象〉55歳以上68歳までの人

〈定員〉20人（申込者多数の場合は抽選）〈受講料〉無料、教材

は支給 〈申込期限〉11月16日㈭（必着）

②ガイドヘルパー講習会

〈日時〉12月12日㈫～同20日㈬（土・日曜日を除く７日間）の

9：00～16：00 〈場所〉㈳滋賀県シルバー人材センター連

合会セミナー室（大津市京町三丁目　英貴ビル）〈対象〉55歳以

上68歳までで、訪問介護員、または居宅介護従事者２、３

級資格を持つ人 〈定員〉20人（申込者多数の場合は抽選）〈受

講料〉無料、教材は支給 〈申込期限〉11月30日㈭（必着）

〈申込方法・問い合わせ先（①②とも）〉往復はがき往信の裏

に講習名（警備・ガイドヘルパー）、住所、氏名（ふりがな）、

年齢（生年月日）、電話番号を書いて㈳滋賀県シルバー人材

センター連合会（〒520-0051 大津市梅林一丁目３-10）☎

077-525-4128、FAX077-527-9490へ

〈日時〉11月４日㈯・５日㈰10：00～14：00（雨天のとき

は中止）〈場所〉 稲枝支所周辺 〈出店料〉１ブース500円

※２日間とも出店する場合は800円 〈申込期限〉10月24

日㈫（ただし、２日とも40ブースで締め切り）〈申込方

法・問い合わせ先〉往復はがきの往信の裏面に住所、氏名、

電話番号、出店品目、人数、出店希望日（４日、５日のいずれか、

または両方）を、返信の表に住所、氏名を書いてリサイクル

ステーション（〒522-0088銀座町４-19）☎26-4810（FAX

共用）へ

〈内容〉愛知川河畔林から切り出した、枯れた竹などを燃料

にして焼きいもを作ります 〈日時〉10月28日㈯9：30～

12：00 〈場所〉愛知川河畔林（田附町運動公園集合） 〈持ち

物〉のこぎり、なた、水筒、タオル、軍手、雨具など〈定員〉

100人（先着順）〈参加費〉200円 〈申込期限〉10月20日㈮

〈申込・問い合わせ先〉愛知川右岸河畔林協議会事務局（ 湖

東地域振興局建設管理部河川砂防課内）☎27-2248、FAX23-

3531

〈内容〉認知症の人とその家族を支え、誰もが暮らしやすい

地域を作るため、認知症に対する正しい知識と具体的な対

応方法を市民に伝える講師となる「認知症キャラバンメイ
ト」を養成する講座です 〈日時〉 1１1月21日㈫10：

00～16：00、 12月上旬 〈場所〉愛荘町秦荘保健セ

ンター（愛荘町）〈対象〉介護保険事業所職員、介護相談員、

健康推進員、認知症の家族の会会員、民生委員児童委員、

老人クラブ役員、診療所職員、訪問看護ステーション職員

などで、養成講座終了後、住民講座の講師を年間３～10回

できる人 〈受講料〉無料 〈定員〉70人 〈申込期限〉10月31

日㈫ 〈申込・問い合わせ先〉 介護福祉課☎23-9660、

FAX26-1768

〈内容〉ボランティアで、障害のある人といっしょに、料理

やレクレーション、話し相手などをしていただきます

〈日時〉火～日曜日で都合のいい日　10：00～16：00 〈場

所〉彦愛犬地域障害者生活支援センターステップあップ21
（豊郷町）〈その他〉募集は随時受け付け

ています。また、介護に関する資格な

どは不要です。〈申込・問い合わせ先〉

彦愛犬地域障害者生活支援センタース

テップあップ21☎35 - 0333、

FAX35-2123

〈日時〉11月12日㈰13：00～16：00 〈場所〉ビバシティ彦

根（竹ヶ鼻町）〈募集人数〉50人（先着順）〈応募資格〉県内に在

住または在勤の18歳以上の女性で、選出後約１年間、滋賀

県呉服小売商連合会が主催する行事に参加できる人 〈申

込期限〉10月31日㈫ 〈その他〉選出された人は、全国きも

のの女王コンテスト全国大会に出場していただきます

〈申込方法・問い合わせ先〉申込用紙に記入の上、過去１年

以内に撮影した写真を貼付して、彦根商店街連盟内「きも

のの女王」係（〒522-0063 中央町3-8 ☎22-7303、

FAX27-0134）へ郵送か、直接提出してください。

①NPO法人「湖東焼を育てる会」陶芸教室

〈日時〉毎週火・木曜日　10：00～12：00（２講座）、13：

00～15：00（２講座）〈受講料〉１講座につき1,000円（焼

成代別）、道具代5,000円

②築城400年祭「手作り甲冑講座」

〈日時〉毎週水曜日　14：00～17：00 19：00～22：00

（２講座）〈受講料〉１講座につき400円、材料費15,500円～

③おさらい教室「花しょうぶ学舎　力石」

〈日時〉毎週月・金曜日　19：00～21：00（２講座）〈対

象〉小・中学生〈受講料〉１講座につき300円 〈申込・問い

合わせ先先〉ひこね「街の駅」（河原二丁目）☎27-2810、E

メール：info@hikone-machinoeki.com

ひこねエコマーケット「夢畑」出店者

ステップあップ21ボランティア

ひこね「街の駅」講座

再就職を目指すシニアのための技能講習会

2007びわ湖きものの女王選出大会

認知症キャラバンメイト養成研修

愛知川河畔林で焼きいもを食べよう

グリーンピアひこね　しめなわ作り教室

募　集
年
末
調
整
・
確
定
申
告
に
は

「
国
民
年
金
保
険
料

控
除
証
明
書
」
が
必
要
で
す

納
め
た
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、

全
額
「
社
会
保
険
料
控
除
」
の
対
象

に
な
り
、
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
年
末

調
整
や
確
定
申
告
の
と
き
に
、
国
民

年
金
の
保
険
料
を
納
め
た
こ
と
を
証

明
す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
社
会
保
険
庁
で
は
、

今
年
の
１
月
１
日
か
ら
10
月
２
日
ま

で
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
人

を
対
象
に
、
11
月
上
旬
に
「
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証

明
書
」
を
送
付
し
ま
す
。
年
末
調
整

ま
た
は
確
定
申
告
の
と
き
ま
で
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

※
控
除
証
明
書
に
記
載
の
な
い
分

で
、
今
年
納
め
た
保
険
料
に
つ
い

て
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
領

収
証
書
の
添
付
が
必
要
で
す
。

※
10
月
３
日
か
ら
12
月
31
日
の
間
に

初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め

た
人
に
は
、
来
年
２
月
上
旬
に
控

除
証
明
書
が
送
付
さ
れ
る
予
定
で

す
。

一
部
免
除
を
受
け
た
人
も

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

忘
れ
ず
に
！

国
民
年
金
保
険
料
の
一
部
免
除

（
４
分
の
３
免
除
、
半
額
免
除
、
４

分
の
１
免
除
）
の
承
認
を
受
け
た
人

は
、
減
額
さ
れ
た
分
の
保
険
料
を
納

付
し
な
い
と
、
そ
の
分
は
未
納
期
間

と
同
じ
扱
い
と
な
り
ま
す
。
未
納
期

間
は
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年

金
の
金
額
、
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
、

障
害
が
残
っ
た
り
、
死
亡
す
る
こ
と

が
あ
っ
て
も
、
障
害
基
礎
年
金
や
、

遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

一
部
免
除
の
承
認
を
受
け
た
人

で
、
納
付
書
が
手
元
に
な
い
人
に
は

納
付
書
を
再
発
行
し
ま
す
の
で
、
社

会
保
険
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

▼
国
民
年
金
保
険
料
や
免
除
制
度
に

つ
い
て
　
彦
根
社
会
保
険
事
務
所

国
民
年
金
業
務
課
☎
23-

１
１
１

４
番
　

▼
年
金
給
付
、
年
金
相
談
に
つ
い
て

同
事
務
所
年
金
給
付
課
☎
23-
１

１
１
６
番

▼
フ
ァ
ク
ス
で
の
問
い
合
わ
せ
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
０
３
８
番
　

毎月第２土曜日も
年金相談ができます

社会保険事務所では、毎週月曜日に午

後７時まで窓口を時間延長しているほか、

毎月第２土曜日にも年金相談を受け付け

ています。

毎月第２土曜日の年金相談について、

10月からは、相談に来られる人の待ち時

間をできるだけ少なくするため、予約制

で実施します。

第２土曜日の相談を希望する人は、希

望する相談日の１週間前までに電話で申

し込んでください。後日予約受付票を送

付します。

相談予約電話　彦根社会保険事務所☎23-

5489

基調講演 10：00～

「みんなで調べた彦根お魚マップ」講師　水野敏明さん
（WWF・ブリヂストンびわ湖生命の水プロジェクト）

環境活動団体の展示紹介

湖東地域の環境活動団体の活動状況の紹介　など

環境商品技術などの展示紹介

環境にやさしい技術やアイデア、製品などの展示

ワークショップ「湖東の環境で、今、守りたいもの」

コーディネーター　水野敏明さん（WWF・ブリヂストンび

わ湖生命の水プロジェクト）

身近な環境保全活動の体験

ソーラーカープラモデルづくり、ローソクづくり、木工

細工、ガラス細工　など（一部有料）

体験コーナー

タッチプール、外来魚の試食

環境こだわり農産物などの展示即売

湖東地域の環境こだわり農産物を中心とした新鮮野菜の

即売

エコマーケット「夢畑」

おもしろ自転車試乗会

彦根蝋
ろう

燭
そく

de Night

17：00～20：00

（雨天の場合は10月29日㈰）

彦根城の形に並べたキャンド

ルに灯がともる、幻想的な空

間のなかで、私たちが住むま

ちについてゆっくりと考えてみよう

問い合わせ先 生活環境課☎30-6116、FAX27-0395

広報ひこね　平成18年10月15日
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日曜納税相談
納税課では、毎月１回、日曜納税相談

窓口を設けて、納税についての相談を受け

付けています。10月の日程は右の通りです。

日　時 10月29日㈰10：00～16：00

場　所 納税課（市役所２階）

問い合わせ先 同課☎22-1411（内線210）

※駐車場での駐車時間は、30～40分間です。

※臨時の収集については、早めにお申し込み

ください。（臨時の収集は、原則として毎

週火・金曜日に実施します。）

※収集の状況によって、収集日は３日程度前

後することがありますが、ご了承ください。

1１月前半

１日㈬

２日㈭

６日㈪

７日㈫

８日㈬

９日㈭

10日㈮

13日㈪

14日㈫

15日㈬

幸、松原一丁目、松原二丁目、松原（四ッ川）、野田山、正法寺、
地蔵、原（原西団地）、西沼波（東部）、本町一丁目、本町二丁目、
本町三丁目、銀座、中央（第１・４部）、芹橋一丁目、芹橋二丁
目（河原二丁目の一部を含む）、三津
幸、芹、安清、外、里根、野田山、正法寺、地蔵、西今、平田
（大沢）、開出今藏の町団地、八坂東団地、三津、海瀬
里根、外、戸賀、小泉、山之脇、八坂東団地、野瀬、西今、三津、
海瀬、開出今藏の町団地
後三条（下）、芹川、馬場一丁目、馬場二丁目、長曽根、八坂北、
開出今団地（第１・３部）、大薮、開出今、西今、三津屋
中央（第２・３部）、立花、金亀、尾末、大藪、城町一丁目、城町
二丁目、栄町一丁目、栄町二丁目、池州、開出今、西今、三津屋
京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、元、船、旭、中藪一丁目、
中藪二丁目、中藪、長曽根南、開出今、甘呂、宇尾、須越、
京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、佐和、大東、錦（第１
部）、和田、平田（大沢を除く）、甘呂、宇尾、須越、八坂
京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、橋向、新、芹中、後三条
（上）、平田（大沢を除く）、甘呂、日夏、竹ケ鼻、八坂
稲枝（西）、服部、平田（大沢を除く）、出路、田原、日夏、竹ケ
鼻、亀山地区、稲部（稲部）
日夏、亀山地区、稲枝（西）、肥田（西肥田を除く）、上稲葉、下
稲葉、本庄、普光寺、薩摩、金沢（金沢団地）

日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【1１月前半】

図書館休館日 ３日（金・祝）、６日㈪、13日㈪日
(水・祝)、10日(月)

２日㈭

７日㈫

１日㈬

８日㈬

９日㈭

１０日㈮

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 堤 医 院 前

葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

宮 田 町 山 田 神 社
J A東びわこ鳥居本支店駐車場
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
J A 東 び わ こ 本 店 前 駐 車 場
河 瀬 地 区 公 民 館

多 景 保 育 園 横
長 曽 根 町
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部

楡 公 民 館
昭 和 電 工 茂 賀 ハ イ ツ
WAっとねす春日（旧広野会館）

１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

1４日㈫

鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

1１月前半

１５日㈬
J A 東 び わ こ 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
オ ー ミ 緑 化 造 園

１３：２０
１４：１０
１５：００
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健康管理だより

村む
ら

井い

咲み

優ゆ

ち
ゃ
ん

︵
西
今
町
︶

寺て
ら

林
ば
や
し

莉り

央お

ち
ゃ
ん

︵
後
三
条
町
︶

伊い

藤と
う

莉り

子こ

ち
ゃ
ん

︵
中
藪
町
︶

10広報ひこね　平成18年10月15日

ペットは、家族の一員や人生のパー

トナーとして扱われるようになりまし

た。しかし、マナーを守れない一部の

飼い主による放し飼いや、道路や公園

などでの犬・猫のフンの放置のため、

周囲の人々は大変迷惑をしています。

家族の一員であるペットが、誰から

も愛される社会を作るためにも、飼い

主としてのマナーを守りましょう。

・捨てられた犬や猫は、野良犬・野良

猫となって不幸な生活を送ります。

飼育できなくなったら、責任を持っ

て新しい飼い主を探しましょう。

・犬の散歩にはフンがつきものです。

道路や公園などでフンをしたら、ス

コップなどで取り、袋に入れて必ず

持ち帰りましょう。

・犬のリードを離して飼ったり散歩さ

せたりすることは、たいへん危険で

す。必ずリードにつなぐかサークル

などの囲いの中で飼いましょう。

・犬はむやみに吠えないようにしつけ

ましょう。

・猫を飼ったら、小さいときから決め

られた場所で排便するようにし、室

内飼育に努めましょう。

問い合わせ先 健康管理課☎24-

0816、FAX24-5870

高齢者
交通事故防止運動
10月15日㈰～11月15日㈬

今年９月末現在で、彦根市

内では３人が交通事故で亡く

なられました。３人はいずれ

も65歳以上の高齢者でした。

歩行中や自転車に乗って道

路を横断するときは、必ず止

まって周囲の安全を確認しま

しょう。また、ドライバーは

高齢者を見かけたらスピード

を落とすなどじゅうぶん注意

しましょう。

問い合わせ先 交通対策室

☎30-6134、FAX24-5211
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今月の納税 市県民税（第３期） 10月31日㈫までに納めましょう

︽
日
本
画
部
門
︾

▽
仔こ

牧
野
昌
代
（
立
花
町
）

▽
城
内
　
荒
居
年
子
（
栄
町
一
丁
目
）

▽
春
来
た
る
　
花
本
喜よ

し

美み

（
松
原
一
丁
目
）

▽
新
玉た

ま

葱ね
ぎ

長
谷
川
み
よ
（
古
沢
町
）

︽
洋
画
部
門
︾

▽
欅け

や
き

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
　
門
野
三み

喜き

重え

（
高
宮
町
）

▽
卓
上
の
さ
さ
や
き
　

川
好
子
（
東
沼
波
町
）

▽
収
穫
　
中
野
裕
子
（
中
藪
町
）

▽
ト
マ
ト
　
北
川
晴
子
（
地
蔵
町
）

▽
投
影
　
押
谷
た
か
子
（
米
原
市
）

▽
湖う

み

辺べ

の
マ
リ
ン
シ
ョ
ッ
プ
　
今
井
博
子

（
開
出
今
町
）

▽
烏

か
ら
す

瓜う
り

の
あ
る
静
物
　
大
久
保
恭
子子（
西
今
町
）

▽
夜
明
の
収
穫
　
土
屋
幸み

ゆ
き

（
開
出
今
町
）

特
　
選

市
展
賞

特
　
選

市
展
賞
・
滋
賀
県
芸
術
文
化
祭
奨
励
賞

▽
窓
辺
　
久
川
邦く

に

代よ

（
後
三
条
町
）

︽
彫
刻
部
門
︾

▽
川
で
遊
ぶ
　
石
原
實

み
の
る

（
日
夏
町
）

▽
ひ
と
り
あ
そ
び
　
石
原
不
二
子
（
日
夏
町
）

︽
美
術
工
芸
部
門
︾

▽
風
紋
　
大お

お

冨と
み

由よ
し

盛も
り

（
長
曽
根
南
町
）

▽
や
す
ら
ぎ
　
西
村
昌
子
（
大
藪
町
）

▽
万ま

ん

燈と
う

祭さ
い

杉
本
み
つ
江
（
東
沼
波
町
）

▽
湖
岸
の
春
　
南
場
房
枝
（
東
近
江
市
）

︽
書
部
門
︾

▽
日く

さ

下か

部べ

鳴め
い

鶴か
く

詩
四
首
　
西

大だ
い

雄ゆ
う（

松
原
町
）

▽
姚よ

う

揆き

詩
　
安
田
祥さ

ち

代よ

（
東
沼
波
町
）

▽
臨り

ん

洞ど
う

庭て
い

近
藤
貴た

か

裕ひ
ろ

（
開
出
今
町
）

特
　
選

市
展
賞

特
　
選

市
展
賞

特
　
選

市
展
賞

無
鑑
査
奨
励
賞

▽
し
ら
つ
ゆ
　
堤
笑
子
（
地
蔵
町
）

▽
張

ち
ょ
う

元げ
ん

昇し
ょ
う

の
詩
　
外と

の

村む
ら

圭
子
（
古
沢
町
）

▽
瓜か

園え
ん

詩の
し

高
萩
有
子
（
栄
町
一
丁
目
）

︽
写
真
部
門
︾

▽
女
　
田
中
立た

ち

子こ

（
里
根
町
）

▽
砂
か
け
神
事
　
山
川
勝か

つ

治じ

（
地
蔵
町
）

▽
高
原
の
夜
明
け
　
北
坂
節
子
（
戸
賀
町
）

▽
曼ま

ん

珠じ
ゅ

沙し
ゃ

華げ

武
藤
幹
男
（
松
原
町
）

▽
雪
原
に
集
う
　
大
前
岳
雄
（
東
近
江
市
）

▽
放
水
　
武
田
吉
正
（
立
花
町
）

▽
シ
ル
エ
ッ
ト
　
竹
山
兵

ひ
ょ
う

三ぞ
う

（
栄
町
一
丁
目
）

▽
少
女
　
石
田
茂
未
（
米
原
市
）

▽
想
う
　
葛か

つ

山や
ま

善よ
し

基き

（
松
原
町
）

▽
富
士
遠
望
　
山
口
善
一
（
小
泉
町
）

無
鑑
査
奨
励
賞

特
　
選

市
展
賞

無
鑑
査
奨
励
賞

第
55
回
（
平
成
18
年
度
）
彦
根
市
美
術
展
覧

会
が
９
月
26
日
か
ら
10
月
１
日
ま
で
ひ
こ
ね

市
文
化
プ
ラ
ザ
で
開
か
れ
ま
し
た
。

総
出
品
数
４
９
２
点
、
こ
の
う
ち
惜
し
く

も
選
外
と
な
っ
た
１
０
３
点
を
除
く
３
８
９

点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
多
く
の

美
術
愛
好
者
が
訪
れ
、
清
秋
の
ひ
と
と
き
を

芸
術
鑑
賞
に
浸
っ
て
い
ま
し
た
。

一
般
出
品
４
２
４
点
の
中
か
ら
、
市
展
賞

６
点
、
特
選
26
点
、
佳
作
13
点
、
入
選
２
７

６
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
過
去
３
年

間
連
続
特
選
受
賞
な
ど
に
よ
り
、
無
鑑
査
と

な
っ
た
人
の
作
品
か
ら
、
３
点
が
奨
励
賞
に

決
ま
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
滋
賀
県
芸
術
文

化
祭
奨
励
賞
に
は
、
日
本
画
部
門
で
市
展
賞

を
受
賞
し
た
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

市
展
賞
、特
選
お
よ
び
無
鑑
査
奨
励
賞
は
、

次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。
受
賞
作
品

に
つ
い
て
は
、
学
習
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム

「
ひ
こ
ね
っ
と
」http://longlife.city.

hikone.shiga.jp/

に
掲
載
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
☎
24-

７
９
７
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９

１
９
０
番

▲展示会場の様子

つ
の
か
わ


